
秋山成勲の過去の疑惑

秋山選手は過去にも柔道着に細工をしていたのではないかとの疑いがあります。 

2003年2月4日　フジテレビ放送「ジャンクSPORTS」 

フジテレビ放送のジャンクスポーツに柔道家として出演した秋山は、

「胴着滑りやすくして有利に試合をすすめる」、 
「母親が柔軟剤のハミングを使って洗っている」

といったコメントを残して、司会の浜田から「卑怯やん」と言われている。
http://kumapage.exblog.jp/4929508/ 

http://www.fujitv.co.jp/js/030204/digest.html 
フジテレビ「ジャンクSPORTS -トークダイジェスト-」より引用 

2003年4月16日　全日本選抜体重別選手権 

秋山“秒殺”で初Ｖ 
〇…開始わずか１３秒で払い腰を決めた秋山成勲（２７）が、同級の第一人者、中村
兼三（２９）を下し初優勝。 
世界選手権切符を手にし「こんなに早く決着がつくとは予想していなかった」と
びっくりだ。 
試合中に中村から「道着がぬるぬるする」とクレームをつけられ、 
試合後に審判員からチェックを受けたが「洗ったばかりでせっけんが少し残ってい
た」 
と故意ではないことを強調していた。 
http://web.archive.org/web/20030416105001/http://www.yomiuri.co.jp/hochi/sports/apr/o200
30406_30.htm 

2003年9月19日　世界選手権 

４回戦までに秋山と試合をした相手３カ国すべてが、国際柔道連盟（ＩＪＦ）に対し

「（秋山の）柔道着が滑る」 と抗議。対応したＩＪＦの山下泰裕新理事は、 
スポーツ理事、審判理事、日本男子代表の斉藤仁監督と柔道着をチェック。不審な点は
見つからなかった。 
だが、ＩＪＦは「細工しているかどうかは別にして、３カ国が抗議してくるのは 
世界大会では初めてのケース。総合的に判断して」と日本チームに柔道着の交換を命
じた。 

http://kumapage.exblog.jp/4929508/　くまページBlogより引用 

準決勝を前に、秋山は柔道着の変更を余儀なくされた。在日韓国人として育ち、 
０１年９月に日本国籍を取得し、この大会を楽しみにしていた男は、 
ゼッケンもない予備の柔道着で闘うことを強いられ、敗れた。 
「そのことは先生方が決められたことですから。負けたのはまだまだ弱いということ



です」と秋山。 
斉藤監督も「われわれにやましいところは何もない。 
秋山は“慣らすために１回洗濯しただけ”ということだった」といらだちを隠せな
い。 

〔写真：準決勝でワナーにまさかの一本負けで敗れた秋山＝共同〕 
http://kamomiya.ddo.jp/Souko/C01/Akiyama/Make.htm より引用 

Sammy Presents HERO’S 2006 
ミドル級＆ライトヘビー級　世界最強王決定 トーナメント決勝戦 

この試合後、対戦相手であるスミルノヴァスは「手が滑った」と証言しているらしい。 

桜庭VS秋山戦について。（ターザンカフェ｜プロ格コラム・2007/01/01・cache）
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